
八尾市公園植栽管理方針（概要版） 

 
都市整備部では平成 29 年（2017 年）3 月に策定した「八尾市都市基盤施設維持管理基

本方針」に基づき公園植栽の生育環境の悪化、見通しや公園施設への阻害、通行支障、倒
木の発生及び景観の悪化などにより都市魅力の低下につながっている状況を踏まえ、「八尾
市公園植栽管理方針」を策定し、良好な公園植栽の管理をめざすものであります。 

 

（公園植栽の機能） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（八尾市の現状）                  令和 5 年（2023 年）度末 

  公園数 360 箇所、公園面積 46.13ha（児童遊園など含む） 
  高木：約 7,600 本、中木：約 2,400 本、低木：約 9.2ha 

 

（課 題） 

① 公園施設の保全・景観上の課題 

本市の公園については、樹木間隔の密集による生育環境の悪化や大径木化、高齢
木化の進行による見通し及び公園施設などへの阻害、通行支障、倒木・落枝の事象
が発生したり、公園敷地面積に対し不釣り合いな樹木が存在するため、良好な景観
や適切な公園空間の確保が厳しい状態になっています。 

①遮光機能 不快な反射光などを防ぐ 
②騒音低減機能 騒音を減衰させる 

③大気浄化機能 
酸素の発生などにより大気浄化さ
せる 

④土壌侵食防止機能 法面を保護し、安定させる 
⑤微気象調整機能 高い気温を緩和させる 
⑥防災機能 延焼を防ぐ 

⑦空間区画機能 
静寂を保つべき場所を喧噪から隔
離する 

①景観形成 空間の美しさを向上させる 

②遮へい機能 人々の目に触れさせたくないもの
などを見透かせないようにする 

③冷涼感増進機能 涼しさの感覚を高める 

①休息機能 休息の場として利用できる 
②教材機能 環境教育の教材や見本となる 
③生態系構成機能 食物連鎖を構成する 
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② 財政面の課題 

本市の財政状況をみると今後も厳しい財政状況が継続することが予想され、公園
植栽に係る管理費用についても同様に厳しい状況が続くと想定されます。公園植栽
を適正に管理するためには公園ごとに年間に中高木 1 回、低木 2 回の剪定及び除草
3 回程度必要と考えており、年間 3.3 億円ほどの費用がかかると見込んでいます。 

        
敷地境界に隣接        鉄道軌道敷に隣接     照明灯に影響                   

   
公園規模に不釣り合い        台風による被害 

 
 

（これからの公園植栽の方向性） 

 
 
 
 
 
 
 
 

下記の 3 つの管理方針に沿った取組みを進めます。 

管理方針１ 
（周辺環境への配慮） 

➀ 隣接地への配慮 
② 更新時における離隔の確保 

管理方針２ 
（安全・安心で快適な環境づくり） 

➀ 見通しの確保 
➁ 適切な照度の確保 
➂ 正常な施設利用環境の確保 

管理方針３ 
（点検・改善処置など） 

➀ 点検 
➁ 改善処置 
➂ 市⺠(アドプト活動団体)などによる協力(見守

り含む) 
 

 

管理コスト縮減への対応景観に配慮し、安全性の確保・都市魅力の向上 

市⺠との協働 


